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図4 秩序発現時間 toのR依存性,実線が理論値.白
丸が計算機実験値,縦の実線がその標準偏差を
表す｡パラメータの値は図3に同じで,Rcを破
線で示した｡
が小さくなるので,<x2>の立上 りは遅くなるが,(4)式にあるように<x2>Sが9の減少と共に
小さくなるので,(5)式のioはR又はDの変化に対してある点で最大値をとる関数になっているo
図2は(1)式による計算機実験から求めたx2の時間発展を3種のDについてプロットしてい
る｡Dの臨界値Dcの前後で著しい変化が認められる.図3は(4)式の<x2>Sを,図4は(5)式の
toを各々Rに対してプロットし,計算機実験値と比較しているo いずれもよい一致を得ているo
以上の結果より,(1)式の系は,1図のような簡単なポテンシャルで議論できる相転移を起こ
すことが示された｡
最後に本研究で多大な御協力を戴いた大分医科大学,米谷快男児先生と東大薬学部,活水博
教授に感謝致します｡
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